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賛
成
の
理
由
を
以
下
に
述
べ
る
。
臼

認
可
保
育
園
１
園
の
開
園
等
を
評
価
す

る
。
渦
学
童
ク
ラ
ブ
増
設
を
評
価
す
る
。

嘘
定
期
巡
回
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看

護
等
の
整
備
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

唄
農
業
者
の
経
営
拡
大
の
た
め
の
農
地

化
支
援
を
評
価
す
る
。
欝
非
核
平
和
事

業
継
続
を
評
価
す
る
。
蔚
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
タ
ク
シ
ー
南
西
部
地
域
の
再
実
証
実

験
運
行
の
経
費
を
計
上
し
て
い
る
。
な

お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
等
に
つ
い
て
国
等
に
迅
速
な
予
算

措
置
を
要
望
し
て
ほ
し
い
。
都
市
計
画

公
園
は
計
画
段
階
か
ら
の
市
民
参
画
徹

底
を
求
め
る
。
小
川
駅
西
口
地
区
市
街

地
再
開
発
事
業
は
き
め
細
か
な
説
明
会

を
求
め
る
。
家
庭
ご
み
指
定
収
集
袋
の

値
下
げ
を
求
め
る
。
学
校
体
育
館
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
の
検
討
を
要
望
す
る
。

以
上
を
申
し
述
べ
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

　

賛
成
の
理
由
を
以
下
に
述
べ
る
。
臼

産
後
ケ
ア
事
業
開
始
な
ど
切
れ
目
の
な

い
子
育
て
支
援
の
拡
充
、
渦
特
別
緑
地

保
全
用
地
の
取
得
な
ど
緑
地
保
全
の
推

進
、
嘘
農
業
者
の
経
営
規
模
拡
大
支
援

な
ど
会
派
で
要
望
し
て
き
た
農
業
者
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
う
姿
勢
、
唄
参
加
と
協

働
を
根
幹
に
据
え
町
の
課
題
等
に
取
り

組
ん
で
い
く
姿
勢
な
ど
を
評
価
す
る
。

な
お
、
必
要
な
都
市
基
盤
を
柔
軟
に
見

直
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
ほ
か
、
防
災

対
策
等
に
お
け
る
備
蓄
品
の
見
直
し
、

保
育
士
の
処
遇
改
善
、
子
ど
も
た
ち
の

発
達
等
に
悩
み
を
抱
え
る
保
護
者
が
相

談
で
き
る
体
制
の
充
実
化
、
福
祉
施
策

に
つ
い
て
庁
内
横
断
的
に
課
題
に
取
り

組
む
体
制
づ
く
り
の
推
進
、
公
共
施
設

利
用
料
金
見
直
し
の
対
話
の
場
を
つ
く

る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
要
望
等
を
行
う
。

以
上
を
申
し
述
べ
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

　

賛
成
の
理
由
を
以
下
に
述
べ
る
。
臼

緑
化
基
金
が
初
め
て
特
別
緑
地
保
全
地

区
の
買
い
取
り
に
使
わ
れ
る
こ
と
を
う

れ
し
く
思
う
。
渦
緑
化
基
金
か
ら
４
千

百　

万
円
を
繰
り
入
れ
、
緑
化
推
進
に

３０
使
う
こ
と
は
大
き
な
変
化
で
あ
り
、
積

立
額
も
平
成　

年
度
決
算
額
の　

倍
と

３０

２７３

今
ま
で
で
最
も
高
い
額
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
の
緑
地
買
い
取
り
へ
の
意
欲
が
感

じ
ら
れ
る
。
嘘
水
が
余
り
流
れ
て
い
な

い
鈴
木
用
水
等
に
水
を
流
す
整
備
事
業

を
評
価
す
る
。
な
お
、
武
蔵
公
園
整
備

の
た
め
の
基
本
設
計
及
び
詳
細
設
計
の

委
託
に
は
強
く
抗
議
す
る
。
小
川
駅
西

口
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
は
、
再
開

発
組
合
に
予
算
が
ど
う
使
わ
れ
る
か
情

報
提
供
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
。
小
川

西
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
人
工
芝
化
は
、
環
境

等
の
面
で
天
然
芝
の
ほ
う
が
望
ま
し
い
。

以
上
を
申
し
述
べ
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

　

反
対
の
理
由
を
以
下
に
述
べ
る
。
臼

正
規
職
員
数
等
が　

市
平
均
よ
り
少
な

２６

い
が
、
浮
い
た
財
源
が
有
効
に
ま
ち
づ

く
り
に
使
わ
れ
て
い
る
か
見
え
て
こ
な

い
。
渦
市
の
建
物
等
の
民
間
貸
し
出
し

が
適
正
価
格
で
行
わ
れ
て
い
な
い
な
ど

歳
入
を
ふ
や
す
具
体
策
が
な
い
。
嘘
職

員
数
の
段
階
的
引
き
上
げ
を
求
め
る
。

唄
地
域
自
治
の
推
進
は
自
治
会
を
基
本

に
展
開
す
る
べ
き
で
あ
る
。
欝
民
設
民

営
の
学
童
保
育
へ
の
補
助
は
疑
問
で
あ

る
。
蔚
市
の
障
害
者
雇
用
は
精
神
障
害

者
等
も
対
象
と
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

鰻
温
室
効
果
ガ
ス
は　

年
に
実
質
ゼ
ロ

２０５０

を
目
指
す
こ
と
を
求
め
る
。
そ
の
ほ
か
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
以
外
の
公
共

交
通
の
検
討
や
、
教
員
の
労
働
環
境
改

善
に
取
り
組
む
こ
と
な
ど
を
求
め
る
。

な
お
、
会
派
内
で
賛
成
す
る
議
員
が
い

る
こ
と
を
申
し
添
え
反
対
討
論
と
す
る
。

人口減少などの時代に向き合
える取り組みがない

保育園待機児対策、高齢者支
援の取り組みなどを評価

支援が必要な事業にも注力す
る堅実な予算編成を評価緑の施策で前進が見られる
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賛
成
の
理
由
を
以
下
に
述
べ

る
。
臼
健
康
都
市
を
進
め
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
庁
内
横

断
的
に
取
り
組
む
姿
勢
を
確
認

で
き
た
。
渦 
オ 
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

※

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
基
金
は

会
派
で
提
案
し
た
減
額
の
意
向

に
沿
っ
て
い
る
。
嘘
防
犯
カ
メ

ラ
を
整
備
す
る
自
治
会
へ
の
補

助
等
は
市
民
の
声
に
応
え
た
施

策
で
あ
る
。
唄
部
活
動
指
導
員

配
置
拡
充
等
は
会
派
要
望
に
合

致
す
る
。
な
お
、
職
員
の
適
正
配

置
は
引
き
続
き
検
討
を
要
望
す
る
。

学
校
体
育
館
の
冷
暖
房
整
備
は
前

向
き
な
検
討
を
期
待
す
る
。
児
童

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
は
教
育
と
連

携
し
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
体
制
を
目
指

し
て
ほ
し
い
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ
で
の
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
更
新
事
業
を
成
功

さ
せ
て
ほ
し
い
。
児
童
・
生
徒
全

員
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
配
備
を

視
野
に
事
業
構
築
を
求
め
る
。
以

上
を
申
し
述
べ
賛
成
討
論
と
す
る
。

　

賛
成
の
理
由
を
以
下
に
述
べ

る
。
臼
こ
だ
い
ら
人
財
の
森
事

業
は
市
民
参
加
の
大
き
な
支
援

に
な
る
。
渦
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
開
設
な
ど
子
育

て
支
援
の
取
り
組
み
を
評
価
す

る
。
な
お
、
保
育
園
増
設
に
よ

る
保
育
の
質
の
低
下
を
招
か
な

い
こ
と
等
を
要
望
す
る
。
嘘
教

育
面
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

配
備
な
ど
喫
緊
の
課
題
に
対
応

で
き
て
い
る
。
唄
高
齢
者
福
祉

は
、
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
を
ふ
る
さ

と
納
税
の
返
礼
品
に
追
加
す
る
こ

と
に
よ
る
体
制
の
充
実
等
を
評
価

す
る
。
な
お
、
児
童
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
開
設
は
、
た
い
よ
う
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
現
在
の
サ
ー
ビ
ス
が

縮
小
し
な
い
よ
う
要
望
す
る
。
ソ

サ
エ
テ
ィ
ー
５・０
に
ふ
さ
わ
し
い

仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
る
中
で
迅

速
で
確
実
な
事
務
事
業
の
た
め
の

さ
ら
な
る
研
究
を
期
待
す
る
。
以

上
を
申
し
述
べ
賛
成
討
論
と
す
る
。

　

反
対
の
理
由
を
以
下
に
述
べ

る
。
臼
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

赤
字
に
対
し
て
、
財
源
を
確
保

し
て
い
き
た
い
と
の
思
い
が
感

じ
ら
れ
な
い
。
渦
動
く
市
役
所

は
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ

て
い
な
い
。
サ
ー
ビ
ス
の
質
の

向
上
を
強
く
要
望
す
る
。
嘘
す

だ
ち
事
業
は
例
年
ど
お
り
の
予

算
執
行
で
は
な
く
、
ソ
フ
ト
面

の
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
っ
た
。

唄
財
産
活
用
に
つ
い
て
、
武
蔵

公
園
は
花
小
金
井
武
道
館
を
取
り

壊
し
公
園
に
す
る
こ
と
あ
り
き
で

説
明
も
不
十
分
で
あ
る
。
団
体
利

用
者
の
活
動
場
所
の
確
保
等
を
強

く
要
望
す
る
。
欝
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
が

全
国
か
ら
見
て
大
き
く
お
く
れ
て

い
る
こ
と
を
受
け
と
め
な
い
姿
勢

は
誠
に
遺
憾
で
あ
る
。
蔚
小
平
市

民
文
化
会
館
の
設
備
改
修
に
つ
い

て
放
置
す
る
姿
勢
に
不
信
感
を
抱

い
て
お
り
、
予
算
化
を
強
く
要
望

す
る
。
以
上
、
反
対
討
論
と
す
る
。

（要旨）

各各
会会
派派
のの
討討
論論

各
会
派

各
会
派
のの
討討
論論

小平市がより魅力的な町となるため
の予算として編成されている

会派として要望し続けた事業が一定
数盛り込まれている

創意と工夫による積極的なまちづく
りの姿勢等が一切認められない

フォーラム小平 賛成 市議会公明党 賛成 政 和 会 反対

令和2年度予算総額
（単位：千円、％）

伸び率元年度
予算額

２年度
予算額

４.１６６,３４６,０００６９,０８６,０００一 般 会 計

０.８１６,８６６,０００１６,９９６,０００国民健康保険事業特　

別　

会　

計

２.８４,３４９,０００４,４７０,０００後期高齢者医療

４.６１３,５４５,０００１４,１６５,０００介 護 保 険 事 業

０.０４,３４９,５０９４,３５１,１６１収 益 的 収 入
下
水
道
事
業
会
計

△０.７３,９７４,１１２３,９４５,５３４収 益 的 支 出

△８.５１,１９９,６９２１,０９７,４４１資 本 的 収 入

△１５.１２,１１６,８４７１,７９７,３０８資 本 的 支 出

【
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
】

　

予
算
総
額
は　

億
７
千
万
円
で
、

４４

前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
２
・
８
％
、

１
億
２
千
百
万
円
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。

〈
歳
入
〉
保
険
料
、
一
般
会
計
繰
入

金
、
広
域
連
合
か
ら
の
受
託
事
業
収

入
等
が
主
な
も
の
で
す
。

〈
歳
出
〉
広
域
連
合
へ
納
付
す
る
負

担
金
の
ほ
か
、
保
健
事
業
に
要
す
る

経
費
等
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
数

は
、
前
年
度
に
比
べ　

人
増
の
２
万

７００

３
千
６
百
人
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

【
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
】

　

予
算
総
額
は
百　

億
６
千
５
百
万

４１

円
で
、
前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
４・

６
％
、
６
億
２
千
万
円
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

〈
歳
入
〉
保
険
料
、
国
庫
支
出
金
、

支
払
基
金
交
付
金
、
都
支
出
金
、
一

般
会
計
繰
入
金
等
を
計
上
し
ま
し
た
。

〈
歳
出
〉
保
険
給
付
費
は
４
・
７
％
、

約
５
億
７
千
２
百　

万
円
の
増
を
見

９７

込
ん
で
い
ま
す
。

　

要
支
援
要
介
護
認
定
者
数
は
、
前

年
度
に
比
べ
２
・
８
％
増
の
９
千
２

百　

人
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

５１
【
下
水
道
事
業
会
計
】

〈
収
益
的
収
入
及
び
支
出
〉
収
益
的

収
入
は　
億
５
千
百　
万
１
千
円
で
、

４３

１６

前
年
度
に
比
べ
百　

万
２
千
円
の
増

６５

と
な
っ
て
い
ま
す
。
収
益
的
支
出
は

　

億
４
千
５
百　

万
４
千
円
で
、
前

３９

５３

年
度
に
比
べ
０
・
７
％
、
２
千
８
百

　

万
８
千
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

５７〈
資
本
的
収
入
及
び
支
出
〉
資
本
的

収
入
は　

億
９
千
７
百　

万
１
千
円

１０

４４

で
、
前
年
度
に
比
べ
８
・
５
％
、
１

億
２
百　

万
１
千
円
の
減
と
な
っ
て

２５

い
ま
す
。
資
本
的
支
出
は　

億
９
千

１７

７
百　

万
８
千
円
で
、
前
年
度
に
比

３０

べ　

・
１
％
、
３
億
１
千
９
百　

万

１５

５３

９
千
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

予
算
議
案
を
審
査
す
る
た
め
、
定

例
会
初
日
に
一
般
会
計
、
特
別
会
計

及
び
下
水
道
事
業
会
計
の
各
予
算
特

別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
一
般
会
計

は
３
月　

日
か
ら　

日
ま
で
の
２
日

１６

１７

間
、
特
別
会
計
及
び
下
水
道
事
業
会

計
は
３
月　

日
に
審
査
が
行
わ
れ
ま

１８

し
た
。
定
例
会
最
終
日
に
は
、
小
野

高
一
一
般
会
計
予
算
特
別
委
員
長
と

虻
川
浩
特
別
会
計
・
下
水
道
事
業
会

計
予
算
特
別
委
員
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

審
査
報
告
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、

一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
を
賛
成
多
数
で
、
介
護
保
険
事

業
特
別
会
計
及
び
下
水
道
事
業
会
計

を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

市
長
の
提
案
説
明
の
概
要
は
以
下

の
と
お
り
で
す
。

【
一
般
会
計
】

　

予
算
総
額
は
６
百　

億
８
千
６
百

９０

万
円
で
、
前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ

４
・
１
％
、　

億
４
千
万
円
の
増
と

２７

な
っ
て
い
ま
す
。
時
代
の
変
化
に
合

わ
せ
、
小
平
市
が
よ
り
魅
力
的
な
町

と
な
る
た
め
の
予
算
と
し
て
い
ま
す
。

〈
歳
入
〉
法
人
市
民
税
が
９
億
１
千

２
百
万
円
の
減
と
な
る
一
方
、
地
方

消
費
税
交
付
金
は
７
億
６
千
百
万
円

の
増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

普
通
交
付
税
は
１
億
１
千
百
万
円
の

増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

〈
歳
出
〉
民
間
保
育
園
の
運
営
費
の

増
等
に
よ
り
扶
助
費
が
増
加
し
て
い

る
ほ
か
、
花
小
金
井
南
中
学
校
地
域

開
放
型
体
育
館
新
築
工
事
等
に
よ
り
、

普
通
建
設
事
業
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

【
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
】

　

予
算
総
額
は
百　

億
９
千
６
百
万

６９

円
で
、
前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
０・

８
％
、
１
億
３
千
万
円
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

〈
歳
入
〉
保
険
税
は
前
年
度
に
比
べ

３
・
０
％
、
約
１
億
２
百　

万
円
の

４８

増
で
計
上
し
て
い
ま
す
。
一
般
会
計

繰
入
金
を　

億
３
千
万
円
、
国
民
健

２２

康
保
険
事
業
運
営
基
金
か
ら
２
千
２

百
万
円
を
繰
り
入
れ
収
支
の
均
衡
を

図
り
ま
す
。

〈
歳
出
〉
予
算
総
額
の
６
割
強
を
占

め
る
保
険
給
付
費
は
、
前
年
度
に
比

べ
１
億
円
の
増
で
計
上
し
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
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